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研究成果の概要：還元的 TCA サイクルを機能させることにより、70℃で独立栄養的に生育す
る細菌Hydrogenobacter thermophilusを用い、同サイクル関連代謝系に関して、統合的な研
究を行った。具体的成果として、フマル酸還元酵素の精製と特徴づけ、GS-GOGAT 系の酵素
の精製と特徴づけ、アミノトランスフェラーゼに関しての包括的研究（3 種類の酵素の精製と
特徴づけ）、同化的硝酸還元酵素系についての包括的研究（硝酸還元酵素の精製と特徴づけ、さ

らに、異種発現株からの亜硝酸還元酵素の精製と特徴づけ）、フェレドキシン：NADP 酸化還
元酵素の異種発現による精製と特徴づけ、ヒドロゲナーゼの転写解析、脱窒関連酵素・遺伝子

に関する研究、さらには全ゲノム配列の決定を行った。 
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研究分野：農学 
科研費の分科・細目：農芸化学・応用微生物学 
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１．研究開始当初の背景 
還元的TCAサイクルは、他の炭酸固定系に
比べて、サイクル中物質の炭素数の多様性が
大きい。そのため、サイクルを進行させるた
めのバランスのとれた代謝システムが成立
していることが予想されていた。 
 
２．研究の目的 

H. thermophilusを材料として、炭素の流
れを中心とした解析により還元的TCAサイク
ルの代謝システムを統合的に理解すること
を目指し、さらに、微生物による物質生産の
学問的基盤に資することを目的とした。 

 
３．研究の方法 
 H. thermophilus 、 あ る い は H. 
thermophilus 由来の遺伝子を組み込んだプ
ラスミドを有する大腸菌をそれぞれ培養し、
通常の手法により目的酵素の精製を行い、動
力学的手法により、反応のキネティクスを明
らかにした。 
 
４．研究成果 
フマル酸還元酵素の精製と特徴づけ、

GS-GOGAT 系の酵素の精製と特徴づけ、ア
ミノトランスフェラーゼに関しての包括的
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研究（3種類の酵素の精製と特徴づけ）、同化
的硝酸還元酵素系についての包括的研究（硝
酸還元酵素の精製と特徴づけ、さらに、異種
発現株からの亜硝酸還元酵素の精製と特徴
づけ）、フェレドキシン：NADP 酸化還元酵
素の異種発現による精製と特徴づけ、ヒドロ
ゲナーゼの転写解析、脱窒関連酵素・遺伝子
に関する研究、さらには全ゲノム配列の決定
を行った。 
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